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巻頭言
愛知県印刷工業組合の組合員の皆様へ
全印工連の「特別ライセンスプログラム」の
契約が変わります。

教育委員会 委員長　磯貝　健

新契約の特徴は、3点あります

プランは２つのみ。

「 コ ン プ リ ー ト プ ラ ン 」（Photoshop、

illustrator、Acrobat など 20 種類のアプリが

全て使用可能）と「単体プラン」（単体プランのア

プリケーションは 1本から購入可能）

確認方法は、「ID承認」のみ（オンライン）

購入条件として、アプリケーションは 1本から

OK＜既存契約は、社内のDTP全台数契約＞

参加資格は、47 都道府県印刷組合に所属する組

合員企業様です。また契約期間は、2019 年 12 月

～ 2022 年 11 月の 3年間で、ライセンス使用料金

は 1年ごとになり、期間途中の契約変更、解除＆

返金はできません。＜料金は 3年間据え置き＞

今後詳しい説明会を開催いたしますので、是非と

もご参加いただけます様、宜しくお願い致します。

教育委員会の事業項目の 1 つに「Adobe テク

ニカルセミナーの開催」があります。年に二回、

Adobe ソフトの新しい機能紹介やスキルアップの

手法など、もう一つはこの特別ライセンスプログラ

ムの促進もあります。この度このプログラムが新た

な契約を迎えることになりましたので、ご紹介させ

ていただきます。組合員様の設備に合わせて、効率

よく活用されると、企業経営のお役に立てると思い

ます。

全日本印刷工業組合連合会がAdobe と契約した

「特別ライセンスプログラム」が 2019 年 11 月 30

日で契約期間が満了になります。現在の契約数は

7600 本あり、組合に加入している企業の特典の１

つになっております。この度この契約が 10年目を

むかえ、すべての企業に対して（現契約企業、未契

約企業）2019 年 12 月 1日より新契約となります。
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□認定(認証)
　制度への
　チャレンジ

全印工連「CSR認定制度」
日印産連「グリーンプリンティング認定制度」
日印機工「Japan Color認証制度」

企業イメージ向上と企業体質強化に役立つとして、連合会
や工業会などが行なっている認定（認証）制度取得への関心が
高まっています。その理由としては、他社との差別化や取引
企業へのアピールなどが挙げられています。現在、印刷関連
業界に関連する取得制度には、経営・環境・技術面などいろい
ろありますが、ここでは以下の制度を紹介してみます。チャ
レンジの参考になれば幸いです。

●全日本印刷工業組合連合会（全印工連）の「CSR認定制度」
は、〝企業が社会から信頼され魅力ある会社になるために必
要不可欠な制度〟と位置づけています。また、認定制度ではあ
りませんが、環境経営に取り組む組合員を支援する制度とし
て、「環境推進工場登録」を制定しています。これは次に紹介
する「グリーンプリンティング認定」取得の前段階としての利
用を進めています。

●日本印刷産業連合会（日印産連）が行なっている認定制度
に、環境経営の向上を目指す「グリーンプリンティング認定

制度（GP認定）」があります。これは、日印産連グリーン基準
を達成した工場に対し認定する制度〟になっており、3つの制
度から成り立っています。これには、環境が配慮された印刷
工場を認定する「GP工場認定制度」、印刷工場が使用する資
機材を認定する「GP資機材認定制度」、認定工場が製造した
印刷製品にGPマークを表示する「GP製品認定制度」です。

●日本印刷産業機械工業会（日印機工）が力を入れているの
は「Japan Color認証」になります。この制度は、〝オフセット
印刷の標準色であるJapan Colorをもとに認証される制度〟
です。毎年全国8か所で取得セミナーを開き、普及・啓蒙に努
めています。こちらも「標準印刷認証」、「マッチング認証」、

「プルーフ運用認証」、「プルーフ機器認証」、「デジタル印刷認
証」の5部門があり、それぞれの役割を果たしています。

いずれにしても、取得の目的によって違いがありますが、
どの制度もそれぞれのメリットを持っていますので、取得の
方向が決まればチャレンジもスムースに行くと思います。

【ワンスター認定】
●応募資格：全印工連CSR認定規格が定めるCSRの取り組

みを行なう企業。
●募集期間：令和元年8月1日〜 10月31日まで。※認定登

録は12月を予定。
●申請書類：応募申込書の到着後、全印工連より申請書類

が送られてくるので、次の①〜⑤を提出する。
①CSR取り組み項目チェックリスト(10頁に掲載）
②法令遵守宣誓書（所定様式）
③納税証明書（税務署が交付した証明書）
④過去3年の行政処分がないことの宣誓書（所定様式）
⑤添付書類（CSR取り組みチェックリストでチェックした

項目を証明する書類）
●認定の概要：ワンスター認定は、CSR認定の標準認定で

あり、審査機関の横浜市立大学CSRセンターが書類審査を実
施し、外部の有識者で構成する全印工連CSR委員会において
認定する。認定企業はCSRマークを自社の名刺やホームペー
ジ、顧客の印刷製品に表示することができる。認定取得後は2
年毎に更新審査を行ない、上位認定であるツースター認定を
取得することも可能。

全日本印刷工業組合連合会（全印工連）では、「企業が社会
から信頼され魅力ある会社となるには、CSRが必要不可欠で
ある」、「CSRは、優秀な人材の確保や企業ブランドの確立、顧
客や金融機関による企業評価の向上などにも繋がり、持続可
能な経営に寄与する」、さらには、「社員が会社や仕事に誇り
を持ち、顧客や地域に必要とされるパートナーとして成長す
るためにも、CSR認定の取り組みが欠かせない」など、PRに努
めるとともに、CSR認定取得に向けた啓蒙にも力を入れてい
る。現在、第27期ワンスター認定の募集が行なわれている。
詳細は以下のごとく。

CSR認定：マークの種類と名称

只今、第27期ワンスター認定募集中

全印工連「CSR認定制度」
3つの認定制度 「ワンスター認定」「ツースター認定」「スリースター認定」
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C3080広告【サイズ：（H）64×（W）170mm】

媒体名：「あいちの印刷」5月号

PPG営業統括部
西日本営業統括部  営業1部

〒460-0008 名古屋市中区栄2-9-15 三井住友海上名古屋しらかわビル11F
TEL.052-229-4624　 http://konicaminolta.jp/pr/odp

インテリジェントクオリティオプティマイザー［IQ-501］※1に
より、色管理・表裏見当調整を自動化。印刷中も高品質を
保つリアルタイム監視・補正機能や自動プロファイル作成
機能、さらにリアルタイム自動検品機能※2も備え、スキルレス
かつ最小限の工数で高品質な印刷物を安定提供できます。

高精度な検品を自動で行い、作業の省人化や品質トラ
ブルの低減を実現します。

スキルレスオペレーションを実現する
プロダクション印刷システム

Less human touch & Less human error

※1：オプション　※2：IQ-501の他に追加でオプションが必要です。
※写真はC3080にオプションを装着したものです。

リアルタイム自動検品機能搭載※2

● 認 定 費 用： 従 業 員1 〜 9人50,000円、10 〜 19人
55,000円、20 〜 29人60,000円、30 〜 39人70,000円、
40 〜 49人80,000円、50 〜 99人90,000円、100 〜 199
人100,000円など。認定費用は従業員規模により異なる。上
記費用は組合員の場合（税別）。
【ツースター認定】及び【スリースター認定】
ツースター認定及びスリースター認定は、ワンスター認定

を取得して2年間の有効期間を迎えた企業が対象になる。簡
単に内容を紹介してみる。

共通の申請書類としては、企業概要書、CSR取り組み項目
リスト及びチェック項目を証明する書類、CSRマネージメン
トシステム評価チェックリスト及び各項目を証明する書類
になる。上記の他に、ツースター認定では、ツースター認定
評価用記入シート（経営理念など）、ツースター認定評価用記

全日本印刷工業組合連合会（全印工連）では、各業界で環
境対策の重要性が増す中で、組合員が環境経営に取り組む
のを支援する目的で、「環境推進工場登録」制度を制定した。

この制度は、環境対応が一定のレベルに達した企業を登
録し、登録企業の環境活動を支援するとともに、顧客への
信頼性をアピールすることを目的としている。環境経営へ
の大きなステップとなり、（一社）日本印刷産業連合会が運
営する「グリーンプリンティング認定（GP認定）」取得の前
段階としても取り組みができる。講習会を受講し登録され
た企業には、登録証とパンフレット・名刺などの印刷物に
表示可能なロゴマークが付与される。環境経営の向上と将
来的なGP取得を実現するために活用が進んでいる。

①登録方法：講習会（約6時間）で行なう修了試験に合格
すると、申請資格が得られる。その後、所定の申請書類（証
明書類添付）を提出し、チェック表50項目の内、必須項目
19項目をクリアーし、かつ達成率が70％を超えた事業所

（工場）が登録となる。
②講習から登録までの期間：講習会受講から登録までの

期間は約2か月間。講習会を受講後、約2か月後に開催され
る登録委員会へ申請書類（証明書添付）を提出。登録委員会
では申請工程や証明書類などを審査し登録可否を判定。

③企業規模：企業の大小に関係なく、少人数の事業所も
登録が可能。

④登録費用：30,000円。
⑤登録有効期間：登録日から2年間。継続するには更新講

習会の受講が必要。
⑥登録後の活用：登録証が発行され、登録ロゴマーク

データが提供される。ロゴマークは名刺や印刷物に使用で
き顧客への信頼性アピールに活用できる。

入シート（CSRによる経営効果）及び取り組み内容を証明する
書類が必要になる。一方、スリースターにおいてもスリース
ター認定評価用記入シート、CSR取り組み自己評価記入シー
ト、及び、取り組み内容を証明する書類などが必要になる。

書類、現地審査を経て第三者機関である認定委員会によ
る認定後、ツースター認定企業はツースター認定マーク、ス
リースター認定企業はスリースター認定マークを、顧客の印
刷製品などに表示することができる。

＜愛印工組におけるCSR取得企業（2019年6月現在）＞
●スリースター認定＝新日本印刷㈱
●ツースター認定＝㈱マルワ
●ワンスター認定＝㈱二和印刷紙業、木野瀬印刷㈱、プリ・

テック㈱、半田中央印刷㈱、豊橋合同印刷㈱、㈱愛知印刷工
業、㈱荒川印刷、大信印刷㈱

環境推進工場の
ロゴマーク

全印工連「環境推進工場登録」

環境経営に取り組む組合員を支援
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環境に配慮した印刷の総合認定制度

グリーンプリンティング認定制度
GP工場認定制度、GP資機材認定制度、GP製品認定制度

（一社）日本印刷産業連合会（日印産連）では、印刷業界の
環境自主基準である「日印産連『各印刷サービス』グリーン基
準」に準拠した「グリーンプリンティング認定（GP認定）」を行
なっている。GP認定工場は、日印産連グリーン基準（工程及
び事業者の取り組み）を達成した工場に対し、客観的評価に
よる認定を行ない、環境優良工場としてクライアントなど社
会に対して、幅広くPRすることができる。

※2019年1月現在、GP認定工場は397工場。
【概要】
GP認定制度は、日印産連が認定機関となり、日印産連「各

印刷サービス」グリーン基準に基づき、客観的証明により認
定を行ない、認定マーク（GPマーク）を表示できる制度。

印刷形式により次の4部門に分かれている。
●オフセット印刷部門
●シール印刷部門
●グラビア印刷（軟包装）部門
●スクリーン印刷部門
また、次の3つの制度から成り立っている。
●環境が配慮された印刷工場を認定「GP工場認定制度」
●印刷工場が使用する資機材を認定「GP資機材認定制度」
●認定工場が製造した印刷製品にGPマーク（環境ラベル）

を表示できる「GP製品認定制度」
各認定制度の内容は次のようになる。

【GP工場認定】
GP工場認定制度は、認定基準に基づき客観的審査によっ

て、環境配慮された印刷工場を認定する制度。認定基準は事
業所全体と工程別に決められており、その内容は全てホーム
ページで公開されている。審査・認定は、迅速かつ公平・公正
に行なわれるようGP認定審査員が申請書審査と現地審査を
行ない、その結果を第三者で構成するGP工場認定委員会に
おいて審査し認定を行なっている。認定を受けた工場はグ
リーンプリンティング認定工場（GP認定工場）となり、3年に
1回の更新審査が行なわれる。

また、認定基準は法令や条例に対する遵守は勿論のこと、
地域住民への環境影響（悪臭・騒音・振動など）を未然に防ぐ対
策を盛り込んでいるほか、VOC発生などの大気汚染防止、廃
棄物削減、リサイクル推進、地球温暖化防止など、地球規模で
の環境対応を基準化している。この基準は随時見直されてお
り、労働安全衛生の配慮、緊急時対応を新たに追加している。

□GP認定取得の主なメリット
①紙・ゴミ・電気の削減でコストダウンを期待
印刷工場から出るゴミは産業廃棄物になるが、用紙の使

用枚数管理、ミス削減、ゴミの分別排出などを行なうことで
廃棄物を削減して、産廃処理費用を削減することができ、上
質紙はリサイクルに回せば逆有償で利益も出せる。また、省
エネ対策として、空調設定温度の緩和や印刷機補機の不要時
停止、最大電力の抑制などを行なうことで電力を削減して電
気料金を節約することができ、コストダウン効果が期待でき
る。紙・ゴミ・電気などはパソコンで簡単に数値管理が可能で
あり経営管理に直結する。

②顧客に環境にやさしい企業であることをアピール
GP認定工場は、GPマークを名刺やホームページに表示でGPマークの種類と環境配慮
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きるので、企業のイメージアップを図ることができる。また、
GP認定工場は、印刷資材の環境配慮の度合いに応じて、GP
マークにワンスター、ツースター、スリースターを表示した
印刷物を顧客に提案できる。

③全社員で取り組む環境活動
社員教育になり業績アップを期待
グリーンプリンティング認定専用ホームページにあるガイ

ドラインや認定審査申請書、認定評価表兼チェックシートに
則った全社的な環境活動（環境に配慮した印刷用紙やインキ
などの採用、ゴミの分別、リサイクル、省エネ、5Sなど）は、社
員教育や各工程における課題解決に繋がり業績アップが期待
できる。

□GP認定工場認定料金（一例、税8％込、2019年9月30日
まで）

従 業 員 規 模9人 以 下 ＝ 認 定 申 請 料20,572円、審 査 料
41,143円、認定登録料20,572円、合計82,287円。

従業員規模10 〜 19人＝同20,572円、同82,285円、同
20,572円、合計123,429円。

従業員規模20 〜 29人＝同20,572円、同133,715円、同
20,572円、合計174,859円

※3年ごとに更新審査が行なわれ、更新審査費用は「審査
料」のみとなる。
【GP資機材認定】
GP資機材認定制度は、印刷工場が購入・使用する資機材を

環境配慮基準に基づき認定する制度になる。対象品目は、洗
浄剤、エッチ液、印刷版、現像機、セッター、製版薬品、デジタ
ル印刷機械などであり、印刷資機材メーカーからの認定基準
適合証明書により、環境配慮度合いの達成点数を算出し、3段
階のGPマークが表示される。認定を受けた資機材は、ホーム
ページで環境配慮の内容を確認することができる。また、GP
工場の認定基準では、認定されたGP資機材を使用すること
を評価項目としている。本制度は、オフセット印刷部門での
運用になる。
【GP製品認定】
GP製品認定制度は、GP認定工場が製造し、用紙、インキ、

製本・表面加工方法などが環境配慮基準を満たした印刷製品
に、GPマークを表示できる制度。GPマークは、製造工程と印

刷資材全てが環境配慮されている高度な環境ラベルとして、
官公庁の発行物、CSRレポートから一般のパンフレットなど
さまざまな印刷製品に表示されている。

■製造工程の環境配慮

印刷製品の製造工程の流れとGP認定工場が行っている環境配慮
（各工程のグリーン基準）について、オフセット印刷部門の例
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20１8年に130周年を迎えました。

おかげさまで１30周年

【Japan Color認証制度5つのメリット】
①企業イメージの向上：ISO準拠の認証を取得することに

より、印刷物及びプルーフを作成する上での高い能力を、日
本国内のみならず海外にもアピールすることができる。

②印刷品質の安定：標準化により品質の安定した印刷物が
スピーディに作成できる。

③コストダウン：標準的な印刷条件を基準に印刷すれば、
損紙は減少し、インキ使用量も削減でき、生産性向上に繋が
るとともに経費削減を実現できる。

④スキルアップ：標準化を全社的に進めることにより、社
員のスキルアップができる。

⑤取引上の利点：印刷基準が顧客などとの取引条件や入札
条件などになった場合、有利に取引を行なうことができる。
【Japan Color認証取得のアンケート調査結果】
取得動機の一番は、「標準化して色品質を安定する」83.3％

で、次いで、「社員のモチベーションアップ」56.9%、「社外に
対して品質の優位性を持たせたかった」52.0%、「印刷基準を
Japan Color認証基準に統一したかった」49.0%、「クライア
ントにアピールし受注拡大を図りたい」48.0%、「生産性、コ
ストダウンを図りたい」33.3%などと続く。また、誰が取得
を提案したかについては、トップが「経営者」56.9%、次いで、

「工場長、製造部長」30.4％と続く。また、取得の難易度を尋
ねたところ、「難しかった」としたところが54.6％あり、「まあ
まあ」が29.9%、「かなり難しかった」と回答した企業も8.2%
ある。
【取得企業の事例報告】
印刷通販系会社における取得動機は、「Japan Colorでの

数値管理を徹底することで、100％に近い安定した品質が提
供できる体制」づくりが動機の第一で、取得効果として、「破
格の短納期と低価格、安定品質の極小ロットのビジネスモデ
ルを構築できた」と評価。その上で、「現場での数値による意思
疎通とお客様とのコミュニケーション力が向上し、よりシス
テマチックな生産体制構築に貢献した」とポイントを挙げる。

また、地方の総合印刷会社では、「色に対するトラブルを減
少させ、全工程でJapan ColorによるCMS を確立」すること

■5つの認証で465工場が取得

日本印刷産業機械工業会（日印機工）が認証取得に力を入れ
ているのがJapan Color認証である。この認証制度は、ISO
国際標準に準拠し、日本のオフセット枚葉印刷における印刷
色の標準である「ISO準拠ジャパンカラー枚葉印刷用2011」
に基づいて認証を行なう制度で、2009年オフセット印刷の
標準印刷認証から始まり、2011年のマッチング認証、プルー
フ運用認証、プルーフ機器認証、2017年のデジタル印刷認証
による5つの認証制度で運営されている。現在の認証件数は、
デジタル印刷認証22件／標準印刷認証211工場／マッチン
グ認証47工場／プルーフ機器認証74件／プルーフ、運用認
証111件、合計465工場になる。

■認証制度の概要

■標準印刷認証……印刷機械のメンテナンスと数値管
理などによって、安定した品質の印刷物を作成できる工
程管理能力について認証する。対象：印刷会社。

■マッチング認証……標準印刷認証を取得しているこ
とを前提に、高度なカラーマネージメント技術を駆使し
て、印刷物の色を基準値の許容幅に適合させることがで
きる能力などについて認証する。対象：印刷会社。

■プルーフ機器認証……信頼性の高いプルーフを安定
的に出力できる能力を持ったプルーフ機器自体を認証す
る。対象：プルーフ機器メーカー、ベンダーなど。

■プルーフ運用認証……このプルーフ機器を実際の
現場で正しくメンテナンスし、適正に運用することによ
り、印刷用途に使用できる信頼性の高いプルーフ（見本
出力物）を安定的に出力することができる能力などを認
証する。対象：デザイン会社、印刷会社。

■デジタル印刷認証……デジタル印刷機のメンテナン
スと数値管理などによって、高品質の印刷物を安定的に
作成できる運用能力について認証する。対象：印刷会社。

品質安定化、生産性向上によるビジネスの拡大

Japan Color認証
標準印刷・マッチング・プルーフ運用・プルーフ機器・デジタル印刷の５つの認証
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が動機となった。取得後の効果としては「3 ヵ月に1度の定期
チェック体制が定着し、安定した印刷が可能となり、生産体
制も向上、大きな効果を生み出している」。同時に、関連会社
もJapan Color認証を取得、「協力会社との体制強化を構築」
して、「社員の意識が大きく変化し、最終目的であるCMSを含
め全ての面で標準化するマネージメント体制の確立ができ
た」と大きな効果が聞ける。

デジタル印刷認証制度

■デジタル印刷の認証内容
①JapanColor2011を基本として、オフセット印刷に対

するデジタル印刷の再現近似値を実現できる運用能力につい
て認証する。

②認証は工場単位で行なうが、実際に審査する対象は申請
するデジタル印刷機1台とする。

③印刷前工程のワークフローについても審査対象とする。
（プリフライトチェック審査）

④認証基準にISO TS15311-1を採用しISO準拠とする。
⑤ISO TS-15311-1の評価項目のうち、色再現性などにつ

いては、マッチング認証などでの実データの審査があるた
め、統計手法などにより基準値の目安を求め、実証実験（テス
ト印刷）で妥当性を検証し決定する。

⑥ 色 差 式 は、従 来 のCIE1976（L＊a＊b＊）で は な く、
CIEDE2000を採用する。

■認証審査手順
認証審査は標準印刷認証に準じるが、事前審査としてOK

シートの印刷によるプリフライトチェック審査がある。ま
た、標準印刷審査のように現地確認は実施せず、デジタル印
刷機によるOKシート500枚の印刷物を事務局に送付し、事務
局がそのうちの15枚を無作為に抽出して審査判定を行なう。

■有効期限
デジタル印刷認証の有効期限は2年間。標準印刷認証と同

様に3 ヵ月ごとの定期管理を更新条件としている。2年ごと
の更新審査に合格しない場合は認証取り消しとなる。

■費用
デジタル印刷認証取得にかかる費用は、事前審査料

108,000円＋本審査料216,000円＋登録料54,000円＝合計
378,000円。2年ごとの更新申請時の審査料は108,000円。

（費用は税込み価格）。

標準印刷認証制度

■標準印刷認証制度の内容
【申請条件】
①印刷機：CTP版対応で４色以上の枚葉印刷機。片面・両面

印刷は不問。審査は片面４色印刷で実施。
②測色器：正確な測色値が得られること。メーカーおよび

機種は問わない。
③CTP版：CTP版を利用すること。刷版設備の所有につい

ては問わない。
④スクリーン線数：175線以上。ドットゲインが標準印刷

認証基準値内（14±３％）であれば、高精細スクリーンやFM
スクリーンでも可。

⑤インキ：Japan Color対応インキであること。メーカー
及び銘柄は問わない。

⑥用紙：Japan Color対応用紙であること。コート紙、メー
カーおよび銘柄は問わない。サイズは菊四以上。

※「枚葉印刷用ジャパンカラー 2007キット」及び「JIS 
X9201：2001」（SCID画像）の購入が必要。
【審査項目】
標準印刷認証は、印刷機械のメンテナンスと数値管理など

によって、品質の印刷物を作成できる工程管理能力について
認証されるもので、具体的には、OKシート（印刷物）における
CMYK ４色ベタ部のL＊a＊b＊値及びCMYK ４色の50％網
点部のドットゲイン値と、それに続く5000枚の連続印刷に
おけるL＊a＊b＊値、ドットゲイン値を測定することで、一
定の色差内で、安定的に印刷物を作成できる能力があるかど
うかを審査する。

本審査時における審査項目には、OKシート印刷、連続印刷
があり、また、それぞれに審査基準がある。
【本審査における現場の立ち合い】
現場立ち合いの確認（審査時間10：00 〜 17：00）
OKシート作成⇒連続印刷5,000枚立ち合い終了後／ OK

シート3枚、5,000枚連続印刷の500枚ごとに3枚ずつ（30
枚）、合計33枚抜き取る。30枚のうち21枚（68％）以上が連
続印刷の審査基準を満たす必要がある。
【更新審査】
標準印刷認証の有効期限は2年。2年ごとの更新審査に合

格しない場合は、認証は取り消される。
【審査料】
認証にかかる費用は、事前審査料108,000円、本審査料

216,000円、登録料54,000円、交通費、宿泊費＋α。（費用は
税込み価格）
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【参考】 「CSR取り組み項目チェックリスト」2019年版
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お知らせ
全印工連

経営革新マーケティング委員会
勝ち残り合宿ゼミ［第8期生］参加者募集
全日本印刷工業組合連合会（全印工連）・経営革新マーケ

ティング委員会では、前年度に引き続き「勝ち残り合宿ゼミ」
を実施する。合宿ゼミでは、「今なぜ経営が苦しいのか」、「な
ぜ思うように利益がでないのか」などを真剣に考え、具体的
な数値管理と客観的な経営分析の方法を探る。特に、厳しい
状況下で苦労しながらも、「将来の見通しは不安だが頑張る」、

「他地区であればお互いに情報交換をしたい」という経営者の
皆さん、もしくはそれに準じる次世代の経営者候補の皆さん
に、業界を取り巻く厳しい環境変化にも耐えうる自社の正確
な立ち位置の把握と、経営に最も必要な利益計画に基づく経
営計画を講義と演習で学ぶ合宿形式のセミナーになる。

●日時：令和元年12月13日（金）〜 14日（土）
●研修会場：埼玉県さいたま市「ヘリテイジ浦和 別所沼会

館」
●視察企業：㈱ウエマツ戸田工場
●参加者対象者：経営者もしくはそれに準じる経営者候補

の方。年齢・事業規模は問わず1社2名までとする。
●参加費：組合員／ 35,000円（1名、税込み、テキスト代、

宿泊費、懇親会費を含む）
●持参する物：冊子「印刷産業経営羅針盤」、直近の決算書、

電卓など
●募集人員：先着20名（申込締切日10月1日）
●コーディネーター：全印工連経営マーケティング委員会
●講師：髙井昭弘全印工連相談役／福田浩志経営革新マー

ケティング委員会委員長
※冊子「印刷産業経営羅針盤」組合員2,570円（税込み）、購

入は、全印工連事務局（TEL03-3552-4571）まで
●問い合わせ先＝全日本印刷工業組合連合会　
〒104-0041東京都中央区新富1-16-8日本印刷会館4F 

TEL03-3552-4571 FAX03-3552-7727
　　　　※　　　　　※　　　　　　※

【参加者の声】
●全体に対する感想／〇数字だけでなく、今後の経営に対

するしっかりとした「志」が持てた。〇この参加費でこれだけ
の内容は普通の研修ではありえない。〇夕食後の座談会でと
ても有意義な経営の話が聞けた。〇財務の話も勉強になった
が、講義以外の部分での経験が大きかった。〇もっと早く参
加できていればと思うほど、すごくためになった。

●講義・演習に対する感想／〇実体験ベースで経営の話が
聞けて大変参考になった。〇日頃あまり知ることのない内容
で難しかったが、理解は深まった。〇決算書の見方や利益計
画検討表の作り方など数字に疎かったのでとても勉強になっ
た。〇講義の資料がとても役に立ち、会社の課題に気付くこ
とができた。〇グッサリくる話もあり、会社に戻ってしっか
り分析と対策を立てていこうと思う。

●身近な催し物のお知らせ 令和元年9月10日以降の事業

開催日時 事業・行事、場所、備考

9月12日（木）
 13時〜 17時

事 業 名 環境推進工場登録企業「更新講習会」

場 所 メディアージュ愛知　3階会議室

講 師 寺田勝昭氏　（Ｐ＆Ｅマネジメント　代表）

参 加 費 1社1名まで　70,200円、　ほか1名追加ごと8,640円

備 考 受付締切ました。

9月26日（木）
 18時30分〜

事 業 名 ブランディングセミナー（ブランディング委員会）
「選ばれて儲かる仕組み作りは、自社アピールから!!」

講 師 小澤 歩　氏／ブランディング･販売コンサルタント
　　　　　　 ㈲グレイス　代表取締役

場 所 栄ガスビル　キングルーム

参 加 費 ○組　合　員：一人目＠4,000円、二人目以降＠2,000円
○組合員以外：一人目＠5,000円、二人目以降＠2,000円

定 員 100名／先着順に受付、定員に達し次第締切ります。
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編 集 だ よ り

　全日本印刷工業組合連合会では、「全て

の人にやさしく、誰もが快適に利用できる

こと」を目的として、デザインや文字など、

より多くの人に伝わる情報を提供する「メ

ディア・ユニバーサルデザイン（MUD）

活動」に取り組んでいる。その一環として、

今年も「第 13 回メディア・ユニバーサル

デザインコンペティション」の作品募集を

行なっている。

　【募集作品】

　高齢者、障がい者，子供、外国人などに

対して、見やすさ、伝わりやすさに配慮し

たデザイン手法を用いて制作されたもの。

例：カレンダー、地図、パンフレット、パ

ッケージ、チラシ、ポスター、ラベル、カ

ードゲームなど。

　【募集部門】

　①グラフィックテクニック (DTP) ＝文

字、組版、図表、イラスト、色使いなどを

工夫した作品。

　②商品企画＝種別、分野は自由で MUD

を活用したオリジナル作品。

　③製本・加工技術＝おり、製本、形態な

ど後加工で使いやすさを工夫した作品。

　※自社制作の成果物として既に流通して

いる製品でも応募可能。※既成の自社作品

で、MUD に配慮し再制作した〝before 

and after〟の作品でも構わない。※既成

作品の改善提案の場合は、知的財産権への

抵触に注意する。

　【応募資格】

　［一般の部］プロ・アマを問わずだれで

も応募可能。［学生の部］大学・短期大学・

専門学校・高等学校に在籍している学生・

生徒。

　【応募対象作品】

　2018 年 7 月以降に制作されたもの。

　【応募方法】

　作品 1 点とデータ 1 点（CD-R、DVD、

USB メモリなどの記録媒体に ai、eps、

jpeg、pdf いずれかの形式でアウトライ

ン化して保存したもの）を出品申込書とと

もに送る。

　【出品料】

　［一般の部］3,000 円、［学生の部］無料

　【授与賞】

　［一般の部］経済産業大臣賞：表彰状、

賞金 100,000 円、優秀賞：表彰状、賞金

50,000 円、佳作：表彰状、賞金 10,000 円

　［学生の部］経済産業大臣賞：表彰状、

図書カード 30,000 円、優秀賞：表彰状、

図書カード 10,000 円、佳作：表彰状、図

書カード 3,000 円

　【作品応募先】

　公益社団法人日本印刷技術協会内「第

13 回メディア・ユニバーサルデザインコ

ンペティション」係　〒 166-8539 東京都

杉並区和田 1-29-11　TEL03-3384-3111

　【問い合わせ先】

　全日本印刷工業組合連合会「第 13 回メ

ディア・ユニバーサルデザインコンペテ

ィション」係　〒 104-0041　東京都中央

区新富 1-16-8 日本印刷会館 4F　TEL03-

3552-4571　　

　□厳しい時代が続く中で、他社との差別

化や顧客へのアピールのために、企業とし

て身に付けておきたいものとして、各種の

認証制度の取得があります。調べてみまし

たら多くの制度があり驚きましたが、取り

敢えず取得していただきたい制度を取り上

げてみました。概要ですので、具体的な内

容には HP ページで検索をお奨めします。

331-4111（担当：浅井）、又は、愛知県

製本工業組合 〒 461-0005 名古屋市東区

東桜 2-9-22　TEL052-931-4936（担当：

波多野）　　

ン多目的ホール　〒 466-0059 名古屋市

昭和区福江 2-10-15

　 ● 参 加 費（ 受 講 料 ）： 組 合 員 1 名 ／

15,400 円、一般 1 名／ 22,000 円、テキ

スト代 1 冊／ 1,100 円（組合員、一般共通）

　※消費税込み、12 日は昼食付き

　※テキスト（日本印刷産業機械工業会発

行）をすでにお持ちの方は購入不要。当日

必ず持参する。持っていない方は必ず購入

すること。

　※組合員は、愛知県印刷産業団体連絡会

の愛知県印刷工業組合及び愛知県製本工業

組合所属の組合員

　●申し込み先：㈱光文堂　〒 460-0022 

名 古 屋 市 中 区 金 山 2-15-18　TEL052-

　㈱光文堂では、「第 43 回最新省力化製

本機材展」（10 月 12・13 の両日）開催日

に併せ、断裁機オペレーターを対象に断裁

機特別教育「学科・実技」講習会を開催す

る。断裁機従事者は、労働安全衛生法にお

いて使用頻度に関係なく、『特別教育の受

講』が必須となっている。また、技能検定

の製本作業の受験時においても、『断裁機

特別教育の修了証の携帯』が必要となって

いるので、未受講者はこの機会の受講が勧

められる。

　●断裁機特別教育「学科・実技」講習会

　［開催日時］

　●学科講習：10 月 12 日（土）8 時 30 分

〜 17 時 30 分（8 時間）

　●実技講習：10 月 13 日（日）申し込み

の定員数により午前の部 9 時 10 分／午後

の部 13 時 10 分を選択（2 時間）

　※学科講習と実技講習の両方を受講した

人には、修了証が発行される（講習日に終

了証に掲載する写真撮影がある）。

　●会場：㈱光文堂テクニカルステーショ

□光文堂が断裁機
特別教育「学科・実技」
講習会開く
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